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はじめに

現在、嘉麻市では嘉麻市公共交通の全体的な見直しを行い、
２０２０年４月から新たな交通体系での市バスの運行を目指し
ています。
このパンフレットは、全体的な見直しの基本となる２つの計

画である「嘉麻市地域公共交通網形成計画」及び「嘉麻市地域
公共交通運行計画」の要点をまとめたものです。
みなさまにとって、大切な内容となっておりますのでぜひご

覧ください。
また、見直し路線の運行に先立って取り組んでいる事項につ

いても、１１ページ以降に掲載しておりますのでこちらもご覧
ください。
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嘉麻市公共交通網形成計画の基本的な方針・将来像

図１ 嘉麻市の公共交通網の将来像 2- 5 -



現在の市バス・福祉バスの運行状況

現在、本市では市バス１２路線、福祉バス３路線を運行しており、１年間
で約１５万人に利用されています。
熊ヶ畑～桂川線と生涯学習館～原町～馬古屏線のみ日祝も運行しており、

市バスの市内周回線、碓井福祉バスは平日のみの運行、稲築福祉バスは毎月
第２火曜以外の運行、その他の路線は平日及び土曜に運行を行っています。

図２ 嘉麻市の公共交通路線

表１ 各路線の運行状況
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現在の市バス・福祉バスの利用者数と財政負担額の推移

【年間利用者の推移】
市バス・福祉バス全体での利用者数は年々減少しており、平成

２８年度の利用者数は１５万人を下回っています。
有償運送を行っている山田バス、嘉穂バスでは、年間利用者が

最も多い山田バスでも近年利用者数が大きく減少しており、嘉穂
バスの利用者数も年に５％程度ずつ減少し続けています。
無償運送である稲築福祉バス、碓井福祉バスについては近年利

用者が増加傾向にあります。

【財政負担状況】
運送経費から運送収入を引いた財政負担額は、平成27年度まで

減少傾向にあったが、平成28年度は稲築福祉バスにおいて車両を
購入したほか、他路線においても収支状況が悪化し、年間の財政
負担額が1億円を超えています。
利用者1人あたりの財政負担額は、嘉穂バスが最も高く、1人輸送
するのに約1,100円必要となっています。 図４ 財政負担額の推移

図３ 年間利用者数の推移 図５ 利用者１人あたり財政負担額
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【嘉麻市における地域公共交通確保に向けた基本方針】
嘉麻市地域公共交通網形成計画に掲げる「一体性」「安全性」「利

便性」「持続性」の４つの方針とその方針に基づく目標に従い、誰も
が利用できる使いやすい持続性のある路線の構築を行うものとする。

【民間バス路線・鉄道への対応】
・民間路線バス及び鉄道に対しては、今後も存続できるように努める。
・民間路線バス及び鉄道によるサービスの圏外にある市内地域につい
ては、市バスにて補完する。（※福祉バスは、市バスへ統合）

・路線導入に際しては、競合を避けるとともに、嘉麻市バスを積極的
に接続することで、相互の利用者の増加を図る。

【運行計画の基本的な考え方】

図６ 全体見直しに伴う各路線のイメージ 5

地域公共交通確保に向けた基本方針と路線のイメージ ２０２０年
４月から

- 8 -



バス路線全体見直しに伴う路線の概要（幹線路線）

6

２０２０年
４月から

※この内容は、路線の基本的な考え方であり、実際の運行では変更となることがあります。 - 9 -



バス路線全体見直しに伴う路線の概要（幹線路線）

7

２０２０年
４月から

※この内容は、路線の基本的な考え方であり、実際の運行では変更となることがあります。 - 10 -



バス路線全体見直しに伴う路線の概要（枝線路線）

8

２０２０年
４月から

※この内容は、路線の基本的な考え方であり、実際の運行では変更となることがあります。 - 11 -



バス路線全体見直しに伴う路線の概要（枝線路線）

9

２０２０年
４月から

※この内容は、路線の基本的な考え方であり、実際の運行では変更となることがあります。 - 12 -



バス路線全体見直しに伴う路線の概要（デマンド型運行）

【デマンド型交通とは】
デマンド型交通は、正式にはDRT(Demand Responsive Transport:
需要応答型交通システム)と呼ばれ、路線バスとタクシーの中
間的な位置にある交通機関です。事前予約により運行すると
いう特徴があり、運行方式や運行ダイヤ、さらには発着地(OD)
の自由度の組み合わせにより、多様な運行形態が存在します。
平成18 年の道路運送法の改正により、デマンド型交通も道路
運送法に基づく乗合事業に位置づけられ、一般的には地域公
共交通会議で協議が調うことが運行許可の条件となっていま
す。「デマンド型交通の手引き（中部運輸局）」より

10

２０２０年
４月から

※この内容は、路線の基本的な考え方であり、実際の運行では変更となることがあります。 - 13 -



路線、バス停、料金等の決定

• 嘉麻市地域公共交通網形成計画

• 嘉麻市地域公共交通運行計画

嘉麻市公共交通の基本計画

•事業者、道路管理者、警察、地域代表、公募委員等による専門的議

論

嘉麻市地域公共交通会議

•道路運送法に基づき有償運送許可

国の許認可
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路線、バス停、料金等の決定

• 「資料1 幹線系路線概要」、「資料2 枝線・デマンド 路線概要」

参照

路線

• 「資料1 幹線系路線概要」、「資料2 枝線・デマンド 路線概要」

参照

バス停

•次ページを基本的な考え方として整理中（令和元年６月 総務財政委

員会、民生文教委員会報告資料（抜粋））

料金
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福祉バスの市バス統合及び持続性のある公共交
通を考慮した市バス運賃の考え方について

令和元年６月

嘉麻市 総務課、地域活性推進課、社会福祉課

総務財政委員会資料
民生文教委員会資料
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１ 市バス・福祉バスに関するアンケートについて（Ｈ２５）
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平成２５年度に、福祉バス利用者を対象に福祉バス有料化後の対応についてアンケートを
実施していたところ、以下のような結果となっている。

「有料化されてもそのままバスを利用する」と回答した人が50
人で最も多い結果となった。また、「便数、路線、乗継等のサー
ビスが充実すれば有料化されても利用する」が22人となってい
る。この2つを合わせると、72人となり、全体の87.8％が利便性
向上が必要ではあるが、有料化されてもバスを利用すると考えて
いることとなる。
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２ 市バス・福祉バスに関するアンケートについて（Ｈ３０）

平成３０年度の「市バス・福祉バスに関するアンケート」を実施。

【アンケート概要】
１．アンケートの主な調査内容
・性別、住居地域 ・公共交通の利用頻度、目的
・運賃設定 ・バスの将来的な利用状況 等

２．アンケート対象者
・本市在住の１８歳以上の中から無作為に３，０００人を抽出

３．調査方法
・抽出した３，０００人を対象に郵送により送付・返送方式

４．実施時期
・平成３０年７月１３日～平成３０年８月１７日

５．回答数
・１,１５２通
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運賃設定に関する質問の結果は以下のとおりであった。

【市内運賃】

（その他）
200円未満：76人（無料4人を含む）
200円以上：8人
距離に応じた金額設定：25人
他の公共交通機関に合わせた金額設定：10人
運賃以外の回答：15人

200円と回答した人が667人で最も多い結果となった。300円、
400円、その他で200円以上の金額を回答した人を合わせると、
903人となり全体の77.9％の人が200円以上の運賃が適当であると
考えている。
また、その他で200円未満と回答した人は74人で6.6％にとど

まった。
その他に、西鉄バス同様の距離に応じた運賃と回答した人もい

た。

２ 市バス・福祉バスに関するアンケートについて（Ｈ３０）

- 19 -



【市外運賃】

（その他）
400円未満：112人（無料4人を含む）
400円以上：62人
距離に応じた金額設定：8人
他の公共交通機関に合わせた金額設定：7人
運賃以外の回答：25人

400円と回答した人が697人で最も多い結果となった。600円、
800円、その他で400円以上の金額を回答した人を合わせると、
860人となり全体の74.5％の人が400円以上の運賃が適当であると
考えている。
また、その他で400円未満と回答した人は112人で9.7％にとど

まった。
その他に、西鉄バス同様の距離に応じた運賃と回答した人もい

た。

２ 市バス・福祉バスに関するアンケートについて（Ｈ３０）
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市バス統合により有料化となる福祉バス利用者を抽出し集計を行った。

（その他）
100円：3人

200円と回答した人が31人で最も多い結果となった。300円、400
円と回答した人を合わせると、35人となり全体の81.4％の人が
200円以上の運賃が適当であると考えている。
また、その他で100円と回答した人は3人で7.0％にとどまった。

２ 市バス・福祉バスに関するアンケートについて（Ｈ３０）
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（その他）
100円：1人
300円：3人
500円：1人

400円と回答した人が697人で最も多い結果となった。600円、
800円、その他で400円以上の金額を回答した人を合わせると、
26人となり全体の60.1％の人が400円以上の運賃が適当であると
考えている。
また、その他で400円未満と回答した人は4人で9.3％にとど

まった。
その他に、西鉄バス同様の距離に応じた運賃と回答した人もい

た。

結果として、福祉バス利用者で市バスの運賃で無料（０円）と回答した人はいな
かった。

２ 市バス・福祉バスに関するアンケートについて（Ｈ３０）
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区間
料金収入

（千円）
収支率

料金収入

（千円）
収支率

市内 85,762 68,610 7,204 9,605

市外 7,461 5,969 1,462 1,671

福祉バス 市内 49,751 39,801 4,179 5,572

10,920 1,638 1,092

142,974 125,300 14,483 17,940

現在の運行路線 平成29年度

利用者数

（人）

運賃改定後の

利用者数

（人）

ケース②

市内：200円、市外：400円

利用者数：２割減少

市バス

14.1% 17.4%

合計

デマンド運行加算分

ケース①

市内：150円、市外：350円

利用者数：２割減少

３ 収支率からみる運賃の設定について

「嘉麻市地域公共交通網形成計画」において市バスの収支率を20％にすることを目標の一つと
して設定している。収支率20％を達成する運賃についてコンサルの試算方法により試算を行っ
たところ、以下の表となっている。

※運行経費は経常的な経費のみで、103,000千円と仮定して収支率を計算。
※「デマンド運行加算分」はデマンド運行の運賃を300円とし、市内運賃との差額に想定利用者数を乗じて計算。
※運行収入のほか「嘉麻市地域公共交通網形成計画」策定により利用可能となった国庫補助金やバス停広告料等の
収入が見込まれる。

運賃改定により、利用者が２割減少すると見込み、市内「200円」、市外
「400円」に設定し、国庫補助や広告料等のその他の収入と合わせて収支率
20％以上を継続的に確保することを目指す。
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４ デマンド運賃について

令和２年４月から新たな運行形態として、デマンド型運行を導入することとなっている。

【デマンド型運行のイメージ】

「高齢者中心の利用者の利便性確保」、
「バス停設置が不要であること」から家
の近くから目的地運行を検討している。
事前の予約が必要であったり、乗合が

発生するという違いはあるが、タクシー
に近い移動手段となる。
このことから、タクシー運賃に配慮し

た運賃設定が求められる。
より目的地に近い場所まで利用できる

という点はあるものの、旧自治体内の区
市でしか利用できない点も考慮したなか
で「３００円」という運賃設定が適切で
あると考える。
ちなみに、近隣で比較されることが多

い飯塚市は３００円に設定している。
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５ 運賃の基本的な考え方について

【基本的な運賃】

アンケートの結果や収支率20％を目標に設定している当市において、市バスの
運賃については、

◆ 市内 ： ２００円
◆ 市外 ： ４００円
◆ デマンド型 ： ３００円

を基本的な運賃として設定する。

【経過措置、激変緩和措置の検討】
運賃の改定に伴い、市バス利用者及び福祉バス利用者の運賃負担が増加となることか

ら、経過措置等の激変緩和措置についても今後検討予定。

※嘉麻市公共交通の一体性、持続性の観点から福祉バスの市バ
ス統合、市バス料金の見直しは必要な取り組みです。（次ペー
ジ以降のリーフレット参照）

- 25 -



市民説明会等の開催状況

平成２５年度から現在まで公共交通等に関し実施した地域公
共交通会議、市民説明会等の開催状況

〇嘉麻市地域公共交通会議 ２３回
〇市民説明会 ２０回
〇出前講座 １２回
〇行政区長会 １２回 計６７回

参加者計 １２００人
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今後の予定等

項目 令和１年度
（平成３１年度）

令和２年度

市バス

・山田バス
・嘉穂バス

・市内全域市バス
・利用者見込に応じ、
「幹線系」、「枝線」、
「デマンドバス」運行

福祉バス
（市バスに統合）

・稲築福祉バス
・碓井福祉バス

※市バスに統合

※嘉穂地域デマンドバス試行運行準備中、令和２年１月初旬運行開始目標
（市民説明会 １２月１７日実施予定。別途、回覧等で周知予定）
※各地域での説明会は、令和２年２月頃予定
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公共交通Ｑ＆Ａ

【嘉麻市における地域公共交通確保に向けた基本方針？】
嘉麻市地域公共交通網形成計画に掲げる「一体性」「安全性」「利便性」「持続

性」の４つの方針とその方針に基づく目標に従い、誰もが利用できる使いやすい持続
性のある路線の構築を行うものです。

【民間バス路線・鉄道への対応？】
民間路線バス及び鉄道に対しては、今後も存続できるように努めます。また、民間

路線バス及び鉄道によるサービスの圏外にある市内地域については、市バスにて補完
します。（※福祉バスは、市バスへ統合）
なお、路線導入に際しては、競合を避けるとともに、嘉麻市バスを積極的に接続す

ることで、相互の利用者の増加を可能な限り図ります。

【市バス、デマンドバスは誰でも乗れますか？】
法令に基づく公共交通機関となりますので、市外にお住いの方、観光客等、運賃を

支払うことで誰でも乗車できます。
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公共交通Ｑ＆Ａ

【幹線路線？枝線路線？】

幹線路線は、稲築桂川線、熊ヶ畑桂川線、市内循環線の３路線です。各地域の区域
を越えて運行する路線で、通学や通院、買い物ができるサービス水準を確保すること
を目的とし、年末年始を除き毎日運行を行い、１時間に１本程度の運行確保を予定し
ています。

枝線路線は、主に各地域内で運行する路線、地域内での通院や買い物ができるサー
ビス水準を確保することを目的とし、平日及び土曜に運行を行う予定です。（年末年
始は運休）
利用者集中する時間帯は定時定路線型で運行し、これ以外の時間帯はデマンドバス

として運行予定です。
〇運行予定時間帯
・定時定路線型 ８：３０～１０：００、１２：００～１３：３０
・デマンド型運行 １０：００～１１：３０、１３：３０～１８：００
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公共交通Ｑ＆Ａ

【デマンド型バス？】

路線バスとタクシーの中間的な位置にある交通機関です。
事前予約により運行するという特徴があり、運行方式やダイヤ、発着地など、地域

の状況に応じた多様な運行形態が存在します。
嘉麻市でのデマンド型バスの具体的な制度は、地域公共交通会議での協議を基に準

備を進めている状況です。

【説明会は？】

嘉穂地域のデマンド試行運行説明会とは別に、令和２年４月以降の新しい交通体系
が始まる前に、山田、稲築、碓井、嘉穂地域において説明会を開催予定です。
また、これ以外にも公民館や行政区など様々な集まりのある時に、出前講座のお声

掛けをいただければ説明に行かせていただき、公共交通の周知と利用促進をしていき
たいと思っています。
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